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2ᓥ根県೺ᗣ⚟♴部೺ᗣ推進課がん対策推進ᐊ  3ᓥ根県保೺環境研究所 

4ヘルスサイエンスセンターᓥ根  5ᓥ根大学་学部環境保೺་学講ᗙ 

6ᓥ根大学་学部㝃属⑓㝔先端がん἞⒪センター 

 

1. 目的 

全ᅜがん登録システムで集計される標‽集計表は、各県の集計表作成が同じ方法で行わ

れるため、௚県と比較を行う上で大ኚ有用である。一方、保೺所やᕷ⏫ᮧからは各ᅪᇦの

がん対策推進のため、་⒪ᅪ・ᕷ⏫ᮧ別がん登録の情報提供を求める要ᮃがあるが、標‽

集計表は㒔道ᗓ県全体の値が中心となっているため、་⒪ᅪ・ᕷ⏫ᮧ別の集計は研究利用

目的データなどから個別に集計する必要がある。 

ᓥ根県では、がん⨯ᝈ情報を個別に集計しᕷ⏫ᮧ・保೺所に向けたᅪᇦ別がん登録情報

提供の取組みを行った。 

 

2. 方法 

（1）データ 

ᓥ根県がん登録事業の 2007 年から 2014 年までの情報を検討対㇟とした。⨯ᝈ数は全ᅜ

がん登録システムの研究目的用ฟ力データを、Ṛஸ数は人ཱྀ動態データを集計し、人ཱྀは

ᓥ根県統計情報データベースからᕷ⏫ᮧ別年㱋階⣭別人ཱྀを得た。 

比較対照を全ᅜとして、ᓥ根県ෆ 7་⒪ᅪ 19ᕷ⏫ᮧの区分で情報の集計を行った。 

（2）対㇟がん 

ᓥ根県生活習慣⑓検デ⟶理指導協議会がん部会が設置されている⫶、大⭠、⫵、ங、子

ᐑ㢕部の各がんとした。 

（3）提供資料 

（3-1）標‽໬⨯ᝈ比、標‽໬Ṛஸ比 

対㇟の人ཱྀがᑡないため複数年をプールし、全ᅜを基‽としたᓥ根県ෆ各ᕷ⏫ᮧ別の標

‽໬⨯ᝈ比、標‽໬Ṛஸ比を算ฟした。 

標‽໬⨯ᝈ比は集計期間を 5 年としたが、つᶍのᑠさなᕷ⏫ᮧでは標‽໬⨯ᝈ比が極端

な値をとり、解㔘がᅔ難な場合が見受けられた。そこで、95㸣信頼区間を算ฟし、3段階（有

意に多い、有意にᑡない、有意差がない）で地図上に表示した。 

標‽໬Ṛஸ比を集計期間 5 年で算ฟすると、⨯ᝈに対してṚஸはイベント発生数がᑡな
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いため、同じ集計期間では有意判定できるᕷ⏫ᮧがᑡなかった。そのため、Ṛஸは集計期

間を拡大して 11 年とした。 

（3-2）་⒪ᅪ別年㱋階⣭別⨯ᝈ率 

 ་⒪ᅪ別の 5 ṓ階⣭ẖの⨯ᝈ数と人ཱྀから、་⒪ᅪ別年㱋階⣭別⨯ᝈ率を算ฟし、グラ

フに表示した。 

（3-3）་⒪ᅪ別発見⤒⦋およࡧ⮫ᗋ進行度 

 発見⤒⦋（がん検デ・೺デ・人間ドック、௚⑌ᝈの⤒過ほᐹ中、๗検発見、⑕≧受デを

含むその௚・不᫂）およࡧ、⮫ᗋ進行度（上⓶ෆ、限ᒁ、所属リンパ⠇、隣接⮚ჾ浸₶、

㐲㝸㌿移、不᫂）の割合を་⒪ᅪ別に算ฟした。 

（4） 情報提供体制 

ᓥ根県がん対策協議会のୗ部組織である、ᓥ根県がん登録分析ワーキンググループなら

に生活習慣⑓検デ⟶理指導協議会がん部会で集計・検討し、県ᗇを通して各保೺所とᕷࡧ

⏫ᮧへᅪᇦ別がん登録情報を提供した。 

 

3. 結果 

（1）⫶がん 

⫶がんの標‽໬⨯ᝈ比について、男性は 6ᕷ⏫ᮧが全ᅜに比べて有意に高く、1ᕷ⏫ᮧが

有意にపかった。女性は 4ᕷ⏫ᮧが有意に高く、2ᕷ⏫ᮧが有意にపかった。対して、標‽

໬Ṛஸ比について、男性は有意に高いᕷ⏫ᮧはなく、2ᕷ⏫ᮧが有意にపかった。女性は 1

ᕷ⏫ᮧが有意に高く、2ᕷ⏫ᮧが有意にపかった（図 1）。 

⫶がんの⮫ᗋ進行度について男性の県全体の限ᒁ割合が 57.5㸣に対し女性は 50.3㸣と限

ᒁ割合がᑡなく、最もపい་⒪ᅪでは 40㸣程度だった（図 2）。 

（2）子ᐑ㢕部がん 

CINϪを含めた子ᐑ㢕がんの年㱋階⣭別⨯ᝈ率について、ᓥ根県全体のピーク年㱋は

25-29ṓであったが、་⒪ᅪによってピーク年㱋が異なっていた。ピーク年㱋が 25-29ṓは

2་⒪ᅪ、30-34ṓは 1་⒪ᅪ、35-39際は 2་⒪ᅪ、40-44ṓは 1་⒪ᅪ、50-54ṓは 1་

⒪ᅪであった（図 3）。 

 ⮫ᗋ進行度について、ピーク年㱋が 25-29ṓの་⒪ᅪは CINϪ割合が 81.3㸣-71.2㸣であ

るのに対し、ピーク年㱋が 50-54 ṓの་⒪ᅪは CINϪ割合が 42.7㸣だった（図 4）。 

 

4.考ᐹ 

（1）⫶がん 

 ᓥ根県は日本ᾏ側に఩置しており、⫶がんの⨯ᝈが多い県である。全ᅜを基‽としたᕷ

⏫ᮧ別標‽໬⨯ᝈ比で男性と女性ともに、全ᅜと比較して有意に高いᕷ⏫ᮧがあり、⨯ᝈ

が多いഴ向と合⮴している。 

 一方、標‽໬Ṛஸ比について、男性では有意に高いᕷ⏫ᮧはなく、差が無いᕷ⏫ᮧと有
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意にపいᕷ⏫ᮧのみであったが、女性は 1ᕷ⏫ᮧが有意に高いままであった。 

 発見᫬に⮫ᗋ進行度が限ᒁだった割合が、男性に比べて女性の方がᑡないために、女性

の᪩期発見が進んでいない可能性がある。特に女性の限ᒁ割合がᑡない་⒪ᅪは女性の⫶

がん᪩期発見が課題であることが示၀された。 

（2）子ᐑ㢕部がん 

 発がん性 HPV 持続性感ᰁにより一部が子ᐑ㢕部上⓶ෆ⭘⒆になり、さらにその一部は浸

₶⒴へと進行する。ᅪᇦ別にピーク年㱋が異なることから、20代㹼30代がピーク年㱋の་

⒪ᅪは &,1Ϫでの発見が多く、ピーク年㱋が㐜い་⒪ᅪは浸₶⒴まで進行した⑕例が多いこ

とが示၀される。&,1Ϫの割合がᑡない་⒪ᅪは、᪩期発見・᪩期἞⒪が課題であると考え

られる。 

 

5. 結論 

ᅪᇦ別がん登録情報提供により、各་⒪ᅪᇦのがん⨯ᝈ率や発見⤒⦋、⮫ᗋ進行度の差

を᫂らかにすることができた。複数年をプールすることによって、人ཱྀつᶍがᑠさい県で

ᅪᇦやᕷ⏫ᮧの単఩でも、がん⨯ᝈ等のഴ向の把握が可能となった。 

ᅪᇦ別にがん登録情報を提供することにより、全ᅜあるいは県ෆ別་⒪ᅪᇦとの比較が

可能となり、་⒪ᅪᇦの特ᚩにあわせたがん対策の㔜点事㡯や課題の᫂確໬に有用である

ことが示၀された。 

――――――― 
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標準化罹患比　胃　男性

100  0

標準化罹患比　胃　女性

100  0
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標準化死亡比　胃　男性

100  0

標準化死亡比　胃　女性

100  0

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ 1  ⫶がん ᶆ‽໬⨯ᝈẚおࡧࡼᶆ‽໬Ṛஸẚ 

 

 

 

ᅗ 2 ⫶がん ⮫ᗋ㐍⾜ᗘศᕸ 
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ᅗ 3 Ꮚᐑ㢕㒊がん ᖺ㱋㝵⣭ู⨯ᝈ⋡㸦ேཱྀ 10୓対㸧 

 

 

 

ᅗ 4 Ꮚᐑ㢁㒊がん ⮫ᗋ㐍⾜ᗘศᕸ 
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